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Abstract
Socio environmental voices from the media, food industry, family and peer groups
contribute to dieting behaviors and unrealistic ideas about body image for young women
in Japan. These messages negatively impact the thoughts of young women suffering
from eating disorders. For many who suffer from anorexia, bulimia, or binge-eating dis-
orders, their unhealthy obsessions and resultant behaviors begin with low self-esteem,
particularly with negative views of their own bodies.
Eating disorders are social and individual complicated conditions that affect the suf-
ferer’s physical health, mental stability, and social development, comprehensive care is
often necessary in order to ensure that all aspects of the disorders are diagnosed and
treated. Conducting with in depth interviews to the young women who suffer eating dis-
orders, this study finally concludes not only suggest to understand psychological and






















（BMI数値 25以上）は、40 歳から 49 歳まで
の男性で 36.2 ％であり、最も肥満者の割合


























過去の自分と比べて              　44.0　     49.3　     53.1         49.7　     47.9　      41.6　     26.6 
他人と比べて　                         19.6　     31.8　     20.5         22.4　     16.4　      15.2　     18.8 
家族や友人に言われて              20.5　     24.3　     24.5         25.3　     19.3　      17.1　     15.9 
健康診断や病院で指摘              29.0　     14.2　     21.6         38.2　     32.9　      30.3　     27.8 
身長や体重、体脂肪か判断      36.1　     31.1　     32.2         36.8　     39.1　      38.5　     35.0 
なんとなく                     6.4 　    16.9　       9.9          8.2　        7.1　       7.0　     11.9 
その他                                      1.9　       0.0　       3.3          1.6 　       1.4　       2.8　       1.6 
過去の自分と比べて                  47.2 　    34.9　     55.9         59.3　     51.2　      43.2　     37.4 
他人と比べて                   29.9　     45.7　     42.9         33.9　     25.9　      24.1　     22.6 
家族や友人に言われて 16.6　     18.9　      22.5         21.8　     17.9　     11.6　     12.1 
健康診断や病院で指摘 20.2　       6.9 　     11.4         19.2　     26.3　     23.2　     22.2 
身長や体重、体脂肪か判断 38.6　     37.7　      34.6         46.6　     43.2　      43.2　     25.9 
なんとなく                   10.8　     16.0　     11.4          8.5　       7.2　      11.6　     13.2 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































っぱいの未来にさ。（長峰多佳子 2 5 歳
2011/10/18 手記）
過去の経験を振り返るときに、過去の自己
の経験を本人がいかに捉えているのか。この
点は、摂食障害を克服していく上で非常に重
要な要点である。過去の摂食障害を受け入れ
ることができずに、過去の自己を責め続けて
いると過去から続く現在の自己への否定感情
へとつながっていく。現在から過去を捉え直
すとき、「何で吐いてしまっていたのだろう」、
「自分が弱いからそんなふうになってしまっ
た」と自己の弱さを言及して否定的に自己の
経験を解釈していく。だが、長峰さんの手記
からわかるのは、今もなお、摂食障害と向き
合っているということである。つまり、摂食
障害という問題を抱える場合、過去と現在は
常に連続している。そうであるがゆえに、過
去の自己経験の否定は、現在の悲観的感情を
引き起こしていくことにもなるのだ。
偏見を持つかもしれないですが、本当は
まだ完璧に克服できていません。昨日も今
日ももどしたし、いまから思うと、って言
われても、いまも摂食障害なんだとおもう。
自分では障害だとは思っていないくらい習
慣化されてしまってるから、私は障害だと
は思っていないけれど。ほんとうはやめた
いんだよ、やめなきゃいけないし、身体に
も悪いし、お金もとてもむだ。だから助け
てほしくて、頼ってしまう。自分で克服し
なきゃいけないのはわかっているんだけ
ど、わからないんだよね、方法が。でも毎
日戦っているよ、DEFにもしない、W.Oに
はしない、N.Sにもしない、勝ちたいから。
引き金も実際明確にわからない。他の子み
たいにただ太るのがいや、とかそんな感じ
じゃないとはおもう。
ひどいときは無意識のうちに精神安定行
動となっていたのかも。全部は心の弱さか
らきたものだと思う。自分を否定するわけ
ではないけど、強い心の持ち主ならきっと
こんなふうにはならないとおもう。（長峰
多佳子25歳　2011/10/18 手記）
長峰さんは現在も摂食障害に悩まされてい
ることを告白している。習慣化されてしまっ
ているから障害だとは思わないほどで、それ
でも身体的な疲弊や経済的に負担を感じてい
る。「助けてほしい。自分で克服しなければ
ならないのは、わかっていけど、方法がわか
らない」と悲痛な声をあげている。それでは
専門家に診断してもらえば長峰さんの症状は
和らぐのであろうか。それは今までの経過か
ら判断すると否である。長峰さんは過去に精
神科に通い、それでも改善しなかった経験を
もつ。もちろん、新たな専門家に診断しても
らうということも選択の一つであろう。だが、
専門家が長峰さんに向き合えるのは彼女の日
常のほんのどく一部の時間である。個人的に
解決すべき問題ではけっしてないのだが、長
峰さん自身のなかで何らかの認識の変化、と
くに、過去や今の摂食経験を責めてしまうよ
うな自己否定的な考え方ではなく、過去や今
をまず自分自身が自分を認めてあげて、受け
入れていく自己肯定的な考え方へとシフトし
ていくきっかけをあたえていくことが必要で
あろう。
結論：過食と拒食の経験
本稿では、「痩身願望」を抱き実際にダイ
エットに取り組む若年女性の中で、拒食と過
食の摂食障害を経験するようになり、その過
若年女性における「痩身願望」とその実態［田中マキ子］
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程での、 自己否定と自己肯定の精神的葛
藤、 拒食と過食の習慣化による精神的・
身体的疲弊、 過食と拒食の永続化への個
人的対処に重きをおいて分析を進めてきた。
今も尚、精神的なバランスを崩したり、過度
のストレスがかかると過食に陥いる長峰さん
は、次のように記している。
人の記憶とは面白いもので、嫌な過去を
忘れるようにできているのだろうか。いや、
本当はなかったことなのに、あたかも体験
したことのように脳に記憶を書き換えてい
るのか。なかったものにしたくて都合の良
いように過去を自分で変えているのか。意
識的に悪気があってしていることではな
く、何年も前のことだと記憶も薄れて、何
がそのときの本当の気持ち、思いだったか
もわからなくなってしまう。曖昧なのだ。
（長峰多佳子25歳　2011/10/18 手記）
他の出来事と同じように月日が経つことで
記憶そのものが薄れているのか、思い出した
くない過去の苦い経験として記憶を曖昧化さ
せているのか、本人の中でも判断がつかない
でいる。本研究の考察を通じて若年女性にお
ける過食や拒食の経験は、特異で病理的な経
験というよりは、日常の社会環境下で十二分
に起こりうる社会的な経験として捉えること
が無難であろう。しかし、過食や拒食に悩ま
されている人の経験は、なかなか声にならな
い。家族や恋人、親しい友人、その信頼を寄
せる相手ほど、伝えにくい経験で、個人の殻
の中に徹底的に閉じ込めようとする。その間
も過食と拒食を繰り返し、身体は次第に疲弊
していく。過食と拒食を繰り返す深刻な身体
と精神の状態が個人的な問題として対処され
ることこそが社会的な問題なのである。
摂食障害をもつ若年女性への対処は、医学
的知識をもつ専門家や精神的なケアのできる
カウンセラーなどによる個別に行われてい
る。だが、冒頭で確認したように若年女性の
過度の痩身願望とそれを起因とする摂食障害
の問題はこの数十年、一向に改善の兆しをみ
せていない。それほどまでに社会的なイメー
ジが若年女性に浸透しているのである。ここ
からの脱却を図るには、まず第一に、組織体
系的に拒食や過食症を抱える若年女性に個別
の問題としてではなく、社会的な問題として
対応可能であることを伝えていくことと、第
二に、思春期の自己形成や自己認識に大きな
影響を与えている各種の教育機関での知識伝
達に鍵があるといえよう。家族や親しい友人
には相談できなくても、学校ではそれ以外の
相談役を見つけ出す事が可能であろう。また、
若年女性に関わる教員達は学生たちの表情や
発言、身体的変化に絶えず目をむけておく必
要がある。その点で、若年女性に的確な知識
を伝達していくことと同時に、摂食障害へと
陥りやすい女性やすでにその問題を抱えてい
る女性に症状に応じた状況的対応を地道に行
っていくことが欠かせない。というのも、若
年女性の「痩身願望」とそれにともなう過食
や拒食の経験は、一時的なものではなく、中
長期にわたり繰り返されているからである。
過食や拒食に今まさに直面している若年
女性には、自己認識や自己の経験の否定から
くる病理的な問題なのではなく、誰しもが抱
えうる社会的な問題であることを丁寧に伝え
ていきながら、自己の過去と現在、そして未
来を肯定的に捉えていくような生き方の認識
を確立していけるようにサポートしていくこ
とが求められている。
